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定常式の整理 

 

Hvorslev1)に紹介されているいくつかの井戸仕様に対応した定常式を示す。 

ここで注意すべきは，透水異方性場（主透水方向と設定座標軸方向は一致する場合）も扱っており，こ

のとき，定常流量 q を算定する次式の代表透水係数 Kiは水平方向透水係数Khの場合と等価透水係数 Kmの

場合があることである。 

  HFKq i  (1) 

我が国で用いられることの多いHvorslev のパッカー式は表の⑦あるいは⑧であるが，ここで代表透水係

数は Khである。これをみて，この式は水平（horizontal）方向の流れしか考慮していないと解釈することが

あるが，鉛直流れ成分は異方性度m で式中に考慮されていることに注意したい。 
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注：等方性は異方性を考慮した場合の m=1 としたものと一致する。但し，模式図①，②についてはそれぞ

れ⑧および⑦において L=D とした仕様を異方性ケースとしている。①は点源揚水，②は①の判断面の

み考慮，③および④の経験側や実験から得られたようである。⑤，⑥はそれぞれ③，④の管底での流

量に対して管内残留土内の水頭損失を考慮したものである。⑦，⑧はパッカー式であり，⑦は⑧の判

断面(鏡像)として評価している。⑨は帯水層に全層スクリーンをつけた Thiem 式である。 
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図-1 流量及び形状係数 1） 
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